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2023年8月20日
ねん がつは つ か

年間第20主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

マタイ福音は、イエスがティルスとシドンの地方に行かれたときに、カナンの女性が娘
ふくいん ち ほう い じょせい むすめ

の病を癒やしてくれるように求めた話を記しています。確かにイエスの福音はすべて
やまい い もと はなし しる たし ふくいん

の人に告げ知らされなくてはならないということをわたしたちは知っていますが、受難
ひと つ し し じゅなん

と復活の出来事の前、すなわち旧約の枠組みの中にあっては、救いは選ばれた⺠にのみ向
ふっかつ で き ごと まえ きゅうやく わく ぐ なか すく えら たみ む

けられていることは常識でした。イエスは、その常識の枠組みを徐々に打ち破りなが
じょうしき じょうしき わく ぐ じょじょ う やぶ

ら、ご自分の受難と復活の後には新しい契約の枠組みの中で、選ばれた⼀部の⺠ではな
じ ぶん じゅなん ふっかつ あと あたら けいやく わく ぐ なか えら いち ぶ たみ

く、すべての人に救いを述べ伝えるようにと、弟子たちを導いて行かれます。
ひと すく の つた で し みちび い

今日の福音には、そのイエスの弟子たちに対する注意深い導きが記されています。す
き ょ う ふくいん で し たい ちゅう い ぶか みちび しる

なわち主御自身はどこを見ているのか、そのまなざしの向けられる先を教えようとする
しゅ ご じ しん み む さき おし

イエスの姿です。
すがた

当時の常識の枠を無視しながら、「主よ、わたしをあわれんでください」と叫び続ける
とう じ じょうしき わく む し しゅ さけ つづ

カナンの女性に対し、弟子たちは、「この女を追い払ってください。叫びながらついて
じょせい たい で し おんな お はら さけ

きますので」とイエスに進言します。つまり、常識では対処できない課題に真摯に取り組
しんげん じょうしき たいしょ か だい しん し と く

むのは面倒なので、厄介払いに病気でも治してやったらどうでしょうという進言です。
めんどう やっかいばら びょう き なお しんげん

しかしイエスはその進言に耳を貸しません。イエスが望まれる神のいつくしみの業は、
しんげん みみ か のぞ かみ わざ

厄介払いのために渋々するようなものではないからに他なりません。
やっかいばら しぶしぶ ほか

イエスは、まるで挑発するように、「子供たちのパンをとって子犬にやってはいけない」
ちょうはつ こ ども こ いぬ

と女性に告げています。そして女性の心の奥が明示される、その答えを待っていたので
じょせい つ じょせい こころ おく めい じ こた ま

しょう。彼女のイエスに対する信仰は、表面的な病気の癒やしを求めることではなく、
かのじょ たい しんこう ひょうめんてき びょう き い もと

もっと深い、心の底からの救い主に対する信頼に基づいた信仰であることを、彼女は、
ふか こころ そこ すく ぬし たい しんらい もと しんこう かのじょ

その謙遜さに満ちあふれた答えで証明して見せました。イエスが「あなたの信仰は立派
けんそん み こた しょうめい み しんこう りっ ぱ

だ」とまで認めたその信仰は、どんな困難の中でも、諦めることなく、イエスに対する信頼
みと しんこう こんなん なか あきら たい しんらい

を深め続ける、神の前での謙遜なその態度に表されていました。
ふか つづ かみ まえ けんそん たい ど あらわ
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わたしたちも、日々の生活の中で様々な困難に直面し、また社会に満ちあふれた暴力
ひ び せいかつ なか さまざま こんなん ちょくめん しゃかい み ぼうりょく

や不正義に翻弄され、「主よ、わたしたちをあわれんでください」と祈りのうちに声を上
ふ せい ぎ ほんろう しゅ いの こえ あ

げ続けています。時に、状 況は全く好転せず、くじけてしまいそうになります。でも、神
つづ とき じょうきょう まった こうてん かみ

の力に、そのいつくしみに、その愛に、わたしたちは信頼を置きました。その信頼を失
ちから あい しんらい お しんらい うしな

うことなく、すべてを治められる御父の前にたたずみ、謙遜にその計らいに身を委ね続
おさ おんちち まえ けんそん はか み ゆだ つづ

けて参りましょう。
まい


